政治家は、クリーンでなければならない。建前はその通りです。しかし、聖人君子に相手を陥れても自国の利権を守ろうとする、諸外国と対応に渡り合える力があるか？です。超大国アメリカに物申せるのは、小沢一郎だけです。小沢政権が出来て、「アメリカ国債引き受けは2/3にして、1/3は老人医療・雇用対策・景気回復再等に回す」と言われると誰が困るかです。「駐留米軍は半分で十分」と言われて困るのは誰かです。麻生首相がオバマ大統領と、国債引き受け等の会合をしてから１ヶ月、国務長官がヒラリとやってヒラリと去ってから２週間、時期的に何故今？～。仮に、民主党が政権を取っても、岡田代表等ならアメリカはやり易いのです。今、「小沢一郎」を最も邪魔と考えるのは、誰かです。
マスコミやジャーナリストは、画一的な報道や分析ばかりせず、１社位は全く異なる切り口でも、分析もして欲しい所です。今回の件は、「クリーン」なのかどうか、だけであり、より重要な「国益」を考えた場合には、ここは踏みとどまり、とことん頑張って欲しいと思います。何の貢献も無く
首相にしがみ付いて離さない人も居るわけですから、意地を通して辞めないくらいは、それより遥かに罪は少ないと思います。
